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要旨
本研究は，慢性疾患をもっ学童への看護ケアの意味を看護師の体験から明らかにすることを目的



















































の得られた看護師 16名(男性 1名，女性 15名)












































対象者の年齢は 24~55 歳 (32.6土9.9) ，臨床経
験は 2~24年 (8.5土5.7) ，当該病棟での勤務経験
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表1看護師がとらえた慢性疾患をもっ学童への看護ケア
カテゴリー サブカテゴリー コード
子どもの見方 病気の子ども/普通の子ども/看護師以外の視点からみた子ども
子どもの抱えている問題が
コミュニケーション技術を駆使する/親子をつなぐパイプ役になる/子どもにかかわる必要性
を強く感じる/立ち入ることができないレベルの問題に直面する/看護師へのサポート体制
複雑
構築の必要性
子どもに寄り添う関係
表面的なものではなく子ど 慢性疾患をもっ子どもへの看護における心のケアの重要性/子どもの言動の意味を読み
もの気持ちに近づく 取る努力をする
自分の病気体験 息苦しさの体験がわかる/私の強み
子どもの身近な存在 子どもの身近な存在となる関係の築き方/子どもとともに過ごす時間の重要性
慢性疾患をもっ子どもと 子どもを知る 子どもの変化に敏感になる/子どもの特徴がわかるようになる
かかわることへの喜びの
実感 子どもが成長する喜びを実感する/子どもの生活に貢献できる/自分が子どもに与える影
子どもとの相互作用
響を自覚する/子どもとの相互作用の実感/看護師としての存在意義を見出す
すぐに自に見える成果がな 日々の看護における達成感のなさ/すぐに結果がみえない看護へのジレンマ/抱いていた
い 看護師の仕事とのギャップ
慢性疾患をもっ子どもの
看護の本質に触れる すぐには自に見えない宥 退院後も双方の記憶に残る関係性がある/人と人との関係性を構築することの重要性を確
護ケアの成果 認する/急性期とは異なる慢性期ならではの看護があることに納得する
先輩看護師の存在 先輩看護師の看護観に触れる/実践につながる先輩看護師の体験
入院していても子どもに 子どもにとって大事な時期であるという認識/入院治療中でも日常生活を重視する/入院に
子どもの成長発達のー とっては大事な時期 よる影響を最小限にする/入院生活の中にも社会がある/患児同士の関係性を重視する
過程へのかかわり
成長発遼を促す 退院後の生活に適応できることを目標にする/子どもの自立への支援
子どものセルフケアに対す
る自覚を育む
行動レベルではなく知識レベルに働きかける/子ども自身のこととして意識させる
慢性疾患をもちながら成
これからもうまく病気とっき
長する子どもの将来的な 退院後の日常生活に即した指導/ストレスへの配慮
見通し
あっていけるように
身近な相談役
学校生活における療養行動上の問題/子どもにとっての支援者の不足/成長発達段階の
特性を踏まえた対応の仕方
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